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1 関係人口創出等の考え方 
  関係人口の取り組みについては、3 年度は 3 つの活動組織が、これまでの経験や独自のネッ

トワークをテコに実践しています。そして、試行錯誤しながら、来訪者に森林整備の重要性等を

説明し、森林作業にまでこぎつけており、従来の観光・体験より一歩先に進めたものと考えてい

ます。 

 4 年度も昨年実施した 3 つの活動組織が、継続を希望しており、各組織の創意工夫や来訪者の

地域との関係の強化を期待しているところです。 

  林野庁は、「関係人口」とは、普段に観光等で訪れる「交流人口」と地域への愛着等により定

住や季節性のある居留との間にあり、将来的には地域への移住又は季節性のある居住等の前段階

として、森林を介在させながら関係性を深めていくところに位置づけているようです。 

  また、4 年度は活動組織の受け入れニーズと都市部住民の森林整備等のニーズについてマッチ

ングを行うことを目指しており、本地域協議会としてもそれらをテコにしながら、地域への入り

こみ者の増加を図り、関係性を強め、将来的には地域作りの担い手としての確立を目指すことに

しています。 

  これら都市部との交流等は、様々なセクションで実施されており、現在目に付くのは、家付き、

土地付き、お金付きのような施策が主流となっており、地域での生活のアメニティの創出よりも

経済面での施策が色濃くでているように感じています。 

当方は森林の整備を介在させることにより、豊かな自然環境に関心の高いメンバーへの働きか

けを中心にしたいと考えております。地域の優れた自然環境や受け入れ態勢、関係者の人柄等を

テコに、地域への貢献を果たしたいメンバーからご参集いただき、森林整備の体験から共同作業

へと進化させていきたいと考えています。様々な交流、居住、居留形態をとりながら行う地域づ

くりを発信し、多くの方に普及・啓発したいと考えています。 

具体的には、関係人口創出の取り組みを行う 3 つの地域

を中心に、周辺の活動組織も含めた受け入れニーズを集約

するとともに、県・市町村等の関係機関にご協力をいただ

きながら、該当地域に関心の高い都市部住民への入り込み

ニーズを調査し、それらをマッチングし、所定のイベント

などを通じて関係性を強めることを目指したいと考えて

います。また、里山の整備をどの程度関与させられるかは、

未定でありますが、あせらず回数を重ね、地域の魅力を認 

識していただくことが必要と考えています。 

これに合わせ、活動組織のイベント等の際には、山村暮 【丸太玉伐り：参加者を指導・中津川森人会】 

らしの楽しさ、里山整備の意義、自然環境の素晴らしさ等をテーマにした講演会やセミナー等も

行い、認識を深めさせることも併せて行うことを考えています。 

  関係機関の皆様方もよろしくご指導くださいますようお願いたします。 
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森林・山村多面的機能発揮対策地域協議会 

（公財）やまがた森林と緑の推進機構 

〒990-2363 山形市大字長谷堂字馬場 2265 

TEL.023-688-6633 FAX.023-688-6634 

E-mail：osumi@ymidori.or.jp 
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2 実施状況報告にあたっての提出書類チェック表!!  
 令和 3年度の事業実施報告書は、事業終了後に速やかに提出する必要があります。また素早く処

理しないと、忘れてしまう内容も出てきます。提出が遅れると、事務局のチェックすべき量が集中

してしまい、見落としが生じる場合も出てきます。その結果、書類の不備が整備されないまま放置

され、会計実地検査等で指摘される可能性もあります。そのようなことが無いように、本年度は、

下のチェック表で確認願います。 

これらは毎年添付すべき書類です。報告にあたり実施要領 p82~91にある様式を活用願います。 

 

 項        目 点検 摘                要 

１ 活動記録(様式第

16号) 

p82 

 ・実施時間については、休憩時間等も考慮して記載。 

・委託したものについても、稼働日について記載。 

・地域協議会の承認日以降で、交付決定前着手届出日以降の分を記載。原則

交付金の対象となっている活動を記載。 

・事業タイプ別、写真番号・内容の整合を図る。 

・事務作業も支払いがあるものは、記載し、写真と整合をとる。 

２ 作業写真整理帳 

(別添 1及び 2) 

P83と p84 

 ・支払いに関する重要な証拠となるので、活動作業員については、作業日

毎、全員を撮影する(全員集合写真・顔が分かるもの。撮影者の存在注意) 

・作業場所の状況変化(作業前、作業中、作業後を同一方向から撮影) 

・写真番号(例：030819－No1～No10)を付けて整理する。 

・委託工事、事務作業等についても、作業写真を、作業日毎に撮影する。 

・資機材の購入時にも写真、型式資料を撮影し添付する。 

・(別添 2)には上記の重要写真以外で、補完的に活用できるものを整理提出。 

３ 金銭出納簿関係 

(様式第 17号) 

P85 

 ・金銭出納簿と領収書(コピー)、通帳が比較できるように番号等を付ける。 

・総会や役員会の人件費、懇親会費は認めていない。（計画策定等会議のみ） 

・立替払いを行った場合は、団体から個人に支払った証明書を添付 

・タイプ別に支払いが分かるように、必要な場合は補助簿も添付。 

４ モニタリング結

果報告書(様式 18

号) p86、p87 

 ・最低 3年間の調査を実施し報告する。最終年実施後にも報告が必要。 

「活動の目標」については、活動計画記載の内容を転記。 

・初年度は、現状調査と 1回目の整備後の調査の 2回の調査が必要。 

・モニタリング位置図を添付する。 

5 実施状況整理表  ・（別紙１）p89の様式使用。取り組み内容等は申請書等と整合した記載。 

６ 効果チェックシ

ート(別紙 2)  

 ・R2年度から添付する様式。取組み効果等について自己判断を求めている。 

P90、Ｐ91 

７ 

 

そ

の

他 

(1）提出部数  ・申請と異なり 1部で結構です。未提出項目がある場合は受け取らない。 

(2) 日付など  ・交書類に日付があるかどうか。ボールペンで記載してあるか 

(3) 市町から通知文  ・付決定書の写し及び額の確定書の写し。後者は翌年度でも可。 

(4) 証拠書類等  ・支出確認のため領収書のコピー添付。出納簿記載は 1項目 1領収書。 

・面積の算定根拠に算定資料を添付か考え方を記載。日付の入っていない

領収書は無効。領収書には内容も記載のこと。 

(5)資機材  ・メンテナンス費用は計上不可。消耗品及び資機材の適切な判断 

・地域でリースとの比較を行う。保管場所の確保及び稼働日誌の存在 

・振込料及び代引き手数料等は対象外。 

(6)委託等  ・見積もりは複数社から取る事。契約書や請書も添付する。検査書等。 

(7)森林経営計画  ・該当箇所の計画の有無を市町村に対し確認する。2年目以降も随時確認。 
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 3 活動組織 PR パネルの紹介!!  

令和 2・3 年に活動を開始した活動組織の取組内容をパネル化し、交付金及び活動組織の㏚に活用

します。イベント・会議・公的施設への展示等様々な使い方が可能です。本号で 5 枚紹介します。  

令和 4年 3月 1日                山 川 草 木 悉 皆 成 仏                (第 3巻 12号) 33   
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4  メープルサップビールはいかがですか!!  (クラフトビール) 

 細野の山を愛する会は、山林資源を活かした様々な取り組みを行っております。この度、自生す

る「イタヤカエデ」の樹液を採取し、地ビールの生産販売を始めました。是非、お試しください。 

 

     【単価：880 円/本 税込み】 

 

 

5 「ＳＤＧｓ」バッジを配布 
近年、SDGｓ(エスディージーズ)という言葉をよく耳にしま

せんか？SDGｓとは「持続可能な開発目標（Sustainable 

Development Goals）」の頭文字で、2030 年までに持続可

能でよりよい世界を目指す国際目標です。 

皆様が実施されている森林整備活動は、この SDGs（持続可

能な開発目標）の 17 のゴールのうち、「11 住み続けられるま

ちづくり」「13 気候変動に具体的な対策を」「15 陸の豊かさ

も守ろう」「17 パートナーシップで目標を達成しよう」等に深

く貢献した活動です。 

 若い世代では特に関心が高く、関係人口創出の取り組みの際に   【直径は２．５cmです。】 

も、SDGs を強くアピールすることで企業や団体からの注目が集まることが期待されます。 

 このたび、この SDGs シンボルマークをあしらったバッジを多面的機能発揮対策交付金事業の

PR のため地域協議会で購入しました。このバッジは、「やまがた絆の森」活動で活躍されてい

る米沢市の㈱ニューテックシンセイ様の製品で、山形県産のサクラ材を使用しています。現在多

面的交付金事業に取り組んでいる活動組織に 2 個ずつ贈りますので、地区での活動や会議など、

機会あるごとに胸につけていただき、地域の内外に SDGs に貢献している活動であることを周知

していただきたいと思います。ぜひご活用ください。 

 

6  地域協議会の開催(再掲) 
  3 月 17 日に、本年度の実施状況報告書等を審査検討等する第 3 回標記協議会を開催いたしま

す。委員の皆様から、内容をご検討いただき、それを踏まえて林野庁に実績報告を行います。実績

報告の提出が遅れている活動組織は、至急提出願います。不明点は事務局にお問合せ下さい。 
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☆ 小さな村からちょっと贅沢な贈り物 ☆ 

  ホップの苦みの強いインディアンペール

のアルコール度数を落とし、本来のボディを

活かしながらも、飲みやすさを高めたスタイ

ルで、細野産のホップ(品種:信州早生)とメ

イプルサップ(イタヤカエデ樹液 100%)を副

原料としたクラフトビ―ルです。至福のひと

時をお過ごしください。 

☆ 販売元(問い合わせ先) ☆ 

山形県尾花沢市大字細野 615 

清流と山菜の里 細野村 

代表 五十嵐幸一 電話 080-1817-0620 

 


